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○島田市田代の郷温泉条例施行規則 

平成27年７月３日 

規則第47号 

改正 平成28年２月５日規則第10号 

島田市田代の郷温泉条例施行規則（平成20年島田市規則第123号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、島田市田代の郷温泉条例（平成20年島田市条例第106号。以下「条

例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（公募の方法） 

第２条 市長は、条例第４条第２項の規定により島田市田代の郷温泉（以下「田代の

郷温泉」という。）の指定管理者を公募するに当たっては、あらかじめ次に掲げる

事項を島田市公告式条例（平成17年島田市条例第３号）に規定する掲示場に掲示し、

並びに市の広報紙及びホームページに掲載するものとする。 

(1) 田代の郷温泉の名称及び位置 

(2) 指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲 

(3) 指定の期間 

(4) 申請の方法 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（申請に関する書類） 

第３条 条例第６条の申請書及び事業計画書の様式は、次のとおりとする。 

(1) 申請書 田代の郷温泉指定管理者指定申請書（様式第１号） 

(2) 事業計画書 田代の郷温泉事業計画書（様式第２号） 

２ 条例第６条の規則で定める書類は、次のとおりとする。 

(1) 田代の郷温泉の管理に関する業務の収支予算書 

(2) 法人その他の団体（以下「法人等」という。）の定款又は寄附行為及び登記事

項証明書（法人以外の団体にあっては、これらに相当する書類） 

(3) 申請書を提出する日の属する事業年度における法人等の事業計画書及び収支予

算書並びに前事業年度において事業の実績がある場合は、その事業報告書及び収

支計算書 

(4) 設立の趣旨、事業の内容その他法人等の概要が分かる書類 
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(5) 前各号に定めるもののほか、市長が必要と認める書類 

（特例により選定される候補者） 

第４条 条例第８条第１項の規則で定めるものは、次に掲げる要件のいずれにも該当

する法人等とする。 

(1) 市税（延納又は納税猶予に係る税額を除く。）を完納していること（市税を課

されている場合に限る。）。 

(2) １年以上継続して当該法人等の事業活動を行っていること。 

(3) 地域振興に寄与する事業活動を行っていること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が別に定める要件を満たすものであること。 

（指定の通知） 

第５条 市長は、指定管理者を指定するときは、田代の郷温泉指定管理者指定書（様

式第３号）により指定する法人等に通知する。 

（指定の取消し） 

第６条 市長は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第11項の規定により

指定管理者の指定を取り消すときは、田代の郷温泉指定管理者指定取消通知書（様

式第４号）により、当該法人等に通知する。 

（協定の締結） 

第７条 指定管理者は、市長と田代の郷温泉の管理に関する協定を締結しなければな

らない。 

２ 前項の協定においては、次に掲げる事項を定める。 

(1) 指定期間に関する事項 

(2) 事業計画に関する事項 

(3) 利用料に関する事項 

(4) 施設及び設備の維持管理に関する事項 

(5) 市が支払うべき管理費用に関する事項 

(6) 個人情報の保護に関する事項 

(7) 業務報告及び事業報告に関する事項 

(8) 指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項 

(9) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（業務報告の徴収等） 
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第８条 市長は、田代の郷温泉の管理の適正を期するため、指定管理者に対して、そ

の管理の業務及び経理の状況に関し、定期に又は臨時に、報告を求め、実地に調査

し、又は必要な指示をすることができる。 

（事業報告書の作成及び提出） 

第９条 指定管理者は、毎年度終了後50日以内に、田代の郷温泉の管理に関する次に

掲げる事項を記載した事業報告書を作成し、市長に提出しなければならない。ただ

し、年度の途中において指定を取り消されたときは、その取り消された日から起算

して50日以内に、当該日までの間の事業報告書を提出しなければならない。 

(1) 管理業務の実施状況 

(2) 利用件数、入館者数、利用を不承認とした件数及びその理由その他の田代の郷

温泉の利用状況 

(3) 利用料収入の実績 

(4) 管理経費等の収支状況 

(5) 前各号に掲げるもののほか、管理の実態を把握するために必要な事項 

（入館者等の遵守事項） 

第10条 田代の郷温泉に入館する者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 許可を受けないで物品の展示、販売、貼り紙等の行為をしないこと。 

(2) 建物、設備、備品等を汚損し、又は損傷するおそれのある行為をしないこと。 

(3) 所定の場所以外の場所に立ち入らないこと。 

(4) 所定の場所以外の場所において飲食、喫煙又は火気の使用をしないこと。 

(5) 他人に迷惑を及ぼすおそれのある物品又は動物の類を持ち込まないこと。 

(6) 騒音又は大声を発する等他人に迷惑を及ぼす行為をしないこと。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、指定管理者が管理上支障があると認める行為をし

ないこと。 

２ 田代の郷温泉の利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、前項各号

に掲げる事項のほか、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 利用の許可を受けていない施設又は設備を利用しないこと。 

(2) 田代の郷温泉に入館する者に対する安全確保の措置を講ずること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為をしないこと。 

（職員の立入り） 
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第11条 利用者は、指定管理者又は市の職員が職務のためその利用する施設に立ち入

るときは、これを拒むことができない。 

（その他） 

第12条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年２月５日規則第10号） 

この規則は、行政不服審査法（平成26年法律第68号）の施行の日から施行する。た

だし、第22条の規定は、公布の日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

様式第３号（第５条関係） 

様式第４号（第６条関係） 

（平28規則10・一部改正） 

 


